






































































「日台』には、 共通語の「ア」が「ヤ」になっている語が見られる。 それをまとめると、 表
1のようになる。 共通語との違いを示すために、5冊の先行辞苔の見出し語を横に挙げている。
表l
「日台大辞典」 5冊の先行辞柑 「日台大辞典J 5冊の先行辞杏
の見出し語 の見出し語 の見出し語 の見出し語
1アイ筏イガサ（相相傘） あひあひがさ（相合傘） 2アリ器ケ（有明） ありあけ（有明）
3イ肘イ（居合） ゐあひ（居合） 4イ領イヌキ（居合抜） ゐあひぬき（居合抜）
5イロ器イ（色合） いろあひ（色合） 6オリ碍イ（居合） をりあひ（居合）
7オリ盃ウ（居合） をりあふ（居合） 8カミ器ウ（噛合） かみあふ（噛合）
9キキ器ヮ七ル（聞合） ききあはせる（間合） 10キ肘イ（気合） きあひ（気合）
11クイ肘ワセ （食合） くひあはせ（食合） 12クミ阻イ（組合） くみあひ（組合）
13クミ団ウ（組合） くみあふ（組合） 14ケ祗ィ（蹴合） けあひ（蹴合）
15ケ器ウ（蹴合） けあふ（蹴合） 16シ討イ（仕合） しあひ（試合、仕合｝
17シ肘ウ（為合） しあふ（為合、試合、仕合） 18シ肘ヮセ（仕合） しあはせ （仕合、幸）
19チ肘イ（血合） ちあひ（血合） 20テ爵イ（手合） てあひ（手合）
21デ器ウ（出合） であふ（出合、 出会） 22ハタシ民イ（果合） はたしあひ（果合）
23バ臣イ（場合） ばあひ（場合） 24 1:::キ扇イ（引合） ひきあひ（引合）
25ヒキ爵ウ（引合）（自） ひきあふ（引合） 26ヒキ役ウ（引合）（他） ひきあふ（引合）
刀ヒキ岳ワセ（引合） ひきあはせ（引合） 28ヒキ薗ワセル（引合） ひきあはせる（引合）
29ヒ祖イ（日合） ひあひ（日llll、 日合） 30ヒ岳ガル（乾上） ひあがる（乾上）
31フシ器ヮセ（不仕合） ふしあはせ（不仕合、不幸） 32プ爵イ（歩合） ぶあひ（歩合）
33ホド器イ（程合） ほどあひ（程合） 34マワリ褐ワセ（廻合） まわりあはせ（回合）
35ミ器イ（見合） みあひ（見合） 36ミ爵ワセル（見合） みあはせる（見合）






三版と版を重ねるたびに新語を増補したので 、 今日からみると、 日本の近代化、 日本の文明
開化のありさまを反映した単栢の集成ということができる。 したがって、 日本語史、 英学
史、 辞世史、思想史、 文化史、科学史など｀ さまざまな分野の新語が採録されている。」と指
摘されているように、 明治前期の日常語をはじめ、 さまざまな分野の語彙が採録されている。




・「ヤ」の前がア列 音 (1語） ー 「パヤイ（楊合）」
・「ヤ」の前がイ列音(30語） ー 「アイヤイガサ（相相傘）」「アリヤケ（有明）」「イヤイ（居










・「．ヤ」の前がエ列音 (5語） ー 「ケャイ（蹴合）」「ケヤウ（蹴合）」「テャイ（手合）」「デヤ
ウ（出合）」「メヤワセル（要）」
・ 「ヤ」の前がオ列音 (2語） 一 「イロヤイ（色合）」「＊ ドヤイ（程合） 」
表1の39語は、 9語（ 「ヤ」の前がア列音1語、 ウ列音1語、 エ列音5語、 オ列吾2語）を除く
と、 「ヤ」の前が全部イ列音である。 しかも、表1の詣において、 「ア」が 「ヤ」になる現象は、
語頭には起きず、 9甘中にしか起きない。
(2) 「ヤ」に後続するも節
表1の語で、 「アリヤケ（有明）」 「ヒヤガル（乾上）」の2語を除く37語では、 「ヤ」の後の
音節は 「イ」{19話）、 「ウ」(9語）、 「ワ」(9語）となっている。
また、 「ア」が 「ヤ」になる前の語構成を見ると、 「聞キ」「引キ」「呆タシ」のような連用
名詞、 「気」「血」「日」などの名詞が前部要索となり、 「アウ」 「アイ」
「
アワセ」 「アワセル」





・ 「メ ヤワセル （瑛）」の共通栢形である 「メ アワセル」は、元々 「女 （め）」＋ 「合 （あわ）せる」
- 80 - (15) 
以上の分析をまとめると、表1の39語は、共通諾形の語中の「ア」が「ヤ」になったものであり、
内28語は、「「ヤ」の前がイ列音」で「「あう」が後続する」という特徴を有している。 つまり、







井 (1934) は「「合ふ」の語がiの音に続く時に、 ヤ行音に変ずる事は今日普通なのであるが、
室町時代にも行はれたのである。」と述べている。
表lの39語において、28語は土井 (1934) で述べられた、 日本語の口語でよく生じる「ア」
が「ヤ」になる現象の特徴に合っている。すなわち、表lの語の殆どは口器語形であると言える。
ところでこの現象 が、「室町時代にも行はれたのである」なら、 表lの「ア」が「ヤ」 にな
った39語は、 r日台大辞典』編纂時にいきなり使われるようになった語ではない。5冊の先行








林 (2006b) では、 見出し語、 用例、 語釈から、「日台大辞典」と、「日台大辞典」編纂時
に参考にされた5冊の先行辞書とを比較して、「日台大辞典」には、 台湾での実用性に乏しい
語（「あかつらつぐみ（赤頬鵜）」「あかこなすぴ（龍珠）」のような「動植物」、「あげうた（挙歌）」






















ア ・ オの音がイ列音の次に来たときは、 本県内の各地でもしばしばシャイ（試合） ・ ハ
シリャイコ（走りあい） ・ イキヨイ（勢い） ・ ショ（塩） ・ ニョウ（匂う）のようにヤ ・
ヨと変わっている。 (p345)





ない。 岡野(1938) は、愛緩方言として 「シャイ」「パヤイ」
「
ヒヤガル」「ミヤイ」「ホ ドヤイ」




8 「ア」が 「ヤJになる条件の一 つとして、 杉山(1961)は後部要紫の最初の音節に
「ア」を、土井
(1934)は後部要素に 「あう」という語を挙げている。 後部要素の対象範囲は、杉山(1961) の
方が広く、 土井 (1934)を含む形となっている。
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ャイJ、「バワイ」と変化する。 しかし、「日台大辞典」には、 「バワイ」 は採録されておらず、
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